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性は 18.8％、男性は 26.5％という結果となった5。女性のおよそ 5人に 1人、男性のおよ













（65 歳以上は現在）、自宅の近くにあった方がよい施設等について、図書館は 5 位（64%）
となっている。また、高齢者になったときに利用したい（65 歳以上には、引き続き利用し




















































































































































































































2 内閣府. 高齢社会白書（平成 30年版）. 日経印刷, 2018, 229p. 
3 溝上智恵子. “超高齢社会日本の現状と図書館”. 高齢社会につなぐ図書館の役割―高齢者の知的欲求と余
暇を受け入れる試み. 溝上智恵子, 呑海沙織, 綿抜豊昭編著. 第一版, 学文社, 2012, p.3-24. 
4 内閣府. 平成 22年度 第 7回高齢者の生活と意識に関する国際比較調査結果(全文）. 
http://www8.cao.go.jp/kourei/ishiki/h22/kiso/zentai/index.html (参照 2017-11-13) 
5 内閣府. 高齢社会白書（平成 30年版）. 日経印刷, 2018, 229p. 
6 内閣府. 高齢社会白書（平成 22年版）. 佐伯印刷, 2010, 180p. 
7 経済広報センター. 高齢社会のあるべき姿に関する意識調査 (2012). 
www.kkc.or.jp/data/release/00000080-1.pdf (参照 2017-05-20) 
8 呑海沙織, 志賀渉, 溝上智恵子. 公共図書館における高齢者サービスの現状. 日本図書館情報学会春季研
究集会発表論文集. 2014, p.45-48. 
9 Wiegand A. Wayne. To Reposition a Research Agenda: What American Studies Can Teach the LIS 
Community About the Library in the Life of the User. The Library Quarterly, 2003, 73(4), p.369-382. 
10 Oldenburg Ray. The Great Good Place. 3rd ed., Da Capo Press, 1999, 324p. 
11 Oldenburg Ray. The Great Good Place. 3rd ed., Da Capo Press, 1999, p.16. 
12 International Federation of Library Associations and Institutions. Call for Papers for Satellite 
Meeting (2009). https://www.ifla.org/past-wlic/2009/satellite-academic-call-en.htm (参照 2016-11-29) 
13 吴建中. 作为第三空间的图书馆 (2009). http://www.wujianzhong.name/?p=667 (参照 2016-11-29) 
14 吉田右子, 川崎良孝. アビゲイル・ヴァンスリックと図書館史研究. 図書館界, 2009, 61(1), p.12. 
15 Oldenburg Ray. The Great Good Place. 3rd ed., Da Capo Press, 1999, p.14. 
16 内閣府. 高齢社会白書（平成 30年版）. 日経印刷, 2018, 229p. 
17 久野和子. 新しい批判的図書館研究としての「場としての図書館」（“Library as Place”）研究一その方
法論を中心にした考察. 図書館界, 2014, 66(4), p.268. 
18 日本図書館情報学会用語辞典編集委員会編. 図書館情報学用語辞典. 第 4版, 丸善出版株式会社, 2013, 
p.65-66. 
19 金光淳. 社会ネットワーク分析の基礎. 勁草書房, 2003, p.238. 
20 久野和子. 新しい批判的図書館研究としての「場としての図書館」（“Library as Place”）研究一その方
法論を中心にした考察. 図書館界, 2014, 66(4), p.279. 
21 根本彰. 「場所としての図書館」に関する議論. カレントアウェアネス, 2005, 286, p.21-25. 
22 根本彰. 場所としての図書館・空間としての図書館: 日本、アメリカ、ヨーロッパを見て歩く. 学文社. 
2015, p.10. 
23 日本図書館協会. 図書館雑誌. 2008, 102(6), p.368-385. 
24 根本彰. 「場所としての図書館」に関する議論. カレントアウェアネス, 2005, 286, p.21-25. 
25 藤原靖浩. 居場所の定義についての研究. 教育学論究. 2010, (2), p.169-177. 
26 松村明編. 大辞林. 第 3版, 2006, 三省堂, p.171. 
27 藤原靖浩. 居場所の定義についての研究. 教育学論究. 2010, (2), p171, 172. 
28 坂部豪. 座談会 青少年の居場所としての図書館. LISN: Library & information science news. 2009, 
142, p.1-21. 
29 糸数未希. 地域の居場所としてのこども図書館. こどもの図書館. 2016, 63(12), p.6-8. 
30 白瀨由美香ほか. 高齢者の居場所作り事業に関する検討 : 網走市高齢者ふれあいの家をもとに. 大原社
会問題研究所雑誌. 2015, (680), p.54. 
31 國上佳代ほか. 多摩ニュータウン諏訪・永山地区における高齢者のための居場所形成とその利用・認知
に関する分析. 日本建築学会計画系論文集. 2011, 76(663), p.974. 
32 園田真理子. 住民による福祉の拠点づくり. 居住環境整備論. 放送大学教育振興会, 2012, p.94-107. 
33 近藤周子. 癒しと快復の場としての図書館：私の居場所はここに. みんなの図書館. 1999, (264), p.11-
14. 
34 樋野公宏, 石井儀光. 高齢者における居場所の利用実態と意義. 日本建築学会計画系論文集. 2014, 
79(705), p.2471-2477. 
35 呑海沙織. 高齢社会における図書館サービス. 図書館雑誌. 2014, 108(5), p.313-315. 
36 Oldenburg Ray. The Great Good Place. 3rd ed., Da Capo Press, 1999, p.16. 
 
                                                   
9 
                                                                                                                                                     
37 Oldenburg Ray. The Great Good Place. 3rd ed., Da Capo Press, 1999, p.14-16. 




川崎良孝、久野和子、村上加代子訳. 京都大学図書館情報学研究会. 2008, p.199-237． 
40 Most. R. Linda. The Rural Public Library as place in North Florida: A Cade Study. The Florida 
State University, 2009, Ph.D. thesis. 
41 Lin Hui, Pang Natalie, Luyt Brendan. Is the library a third place for young people?. Journal of 
Librarianship and Information Science. 2015, 47(2), p.145-155. 
42 Yu Chiu-Yun, Ke Hao-Ren. A Study on the New Taipei City Library as a Third Place and the 
Perceived Outcome and Sense of Identity of Its Users. Proceedings of the 8th Asia-Pacific Conference 
on Library & Information Education and Practice, Bangkok, Thailand, 2017. 
43 久野和子. フィンランドにおける「第三の場」(third places)としての図書館. 神戸女子大学文学部紀要, 
2016(49), p.101-114. 





































































































































































































































調査結果を性別・年代別で見ると、月 1回以上（週に 1回以上、月に数回程度及び月に 1
回程度の合計）公共図書館を利用している 70代以上の男性は 75.4％で 60代男性は 73.1％
を占めている。これは、男性の年代層別で、それぞれ 1 位と 2 位の結果である。女性の場
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②人を平等にすること（The third place is a leveler）：包容力がある場で、形式張った
会員資格や入場拒否の基準を設けず、一般の人々がアクセスできる。 








⑦陽気で遊び場的な雰囲気であること（The mood is playful）：陽気な雰囲気があり、
遊びの精神は何よりも重要である。ここでは喜びや受容が不安や疎外を制する。 
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つくば市は 1987 年から市制施行され、2007 年に特例市へ移行した都市である。茨城県




外国人住民数は 9,106人であり、市の全体の人口の約 4.1%に当たる6。 








































































































図 4-3 「中央図書館」館内案内図（つくば市立中央図書館ホームページ19より引用） 
 






2017 年度現在、「中央図書館」の所蔵資料は 311,721 冊、年度初の人口 227,260 人に対
して年間の来館者数は 514,588 人、貸出の総数は 964,123 冊（点）である21。65 歳以上の
利用者についての統計はないが、2018 年に公開された「平成 30 年度 つくば市の図書館
概要」22によると、「中央図書館」の有効登録人数は総計 43,540 人で、個人の登録者数は
31 
43,388人である。その中 60歳以上の登録人数は 5,622人で、全体の 13.0%を占めている。








施した。調査者の募集について、2018 年 8 月 8 日から 10 月 10 日まで、「中央図書館」の
協力と同意を得て、調査内容と応募方法を記載したチラシを「中央図書館」のカウンターに
置くほか、「中央図書館」の入口で図書館の利用者への声掛けによる募集を行った。 
































表 4-1 調査協力者の内訳 

































































































































表 4-2 「中央図書館」の利用状況について 














































































































































































































































































































































































































































































という、ほぼ毎日来館している人もいた。また、2018年 9月 17日（月）、9月 20日（木）、
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図 5-2 土浦市立図書館フロア案内図（「土浦市立図書館利用案内」より引用） 
 











図 5-3 2階にあるヨムカフェラウンジ        図 5-4 3階の窓際にある閲覧席 
（「土浦市立図書館利用案内」より引用）     （「土浦市立図書館利用案内」より引用）    
 
図 5-5 空中ラウンジの様子         図 5-6 4階にあるコミュニティスペース 
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